










教 授古瀬 卓 男
I はじめに
学園関係者はもとより，本道各界に大きな衝撃を与えた，学園創始者浅井淑子先生の急逝以



























































し，さらに25年木造2階建校舎410.85 m2, 31年鉄筋コンク リー ト造4階建校舎1,815. 78 m2 ,42 































































規模な同短大は，現在， 4学科， 学生総数1,650人， さらに各科とも修業年限l年の専攻科を
有する大規模な短期大学に発展した。発足以来，6,500人の卒業生を社会に送り出して各方面に
活躍させ，なかんずく，本道初等中等教育界に約2,800人の卒業生を献身せしめ，本道教育界
に貢献された功績はまことに大なるものがある。
長年本道私立学校教育振興に専念された功績は，昭和43年12月14日，私立学校教育功労者と し
て，北海道知事表彰の栄に輝いている。
皿 服飾文化向上への啓蒙活動と地域社会への貢献
40年以上に及ぶ先生の長い教育生活での一貫した教育方針は，単に机上の理論に留まらず；「実
践する教育」に真価を認められるものであった。先生ご自身の服飾美術への飽くなき探求もま
た，常に実践活動と表裏一体をなすものであった。この活動は戦後特にめざましいものであった。
昭和22年12月，当時の藤女子高等女学校体育館で，戦後初のファッションショー を開催し，物資窮
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乏時代に即応する 「更正服」の合理性を説くとともに，服飾の美的表現法を一般に発表して，ゼ、ロ
に戻されていた当時の北海道服飾文化の向上に鋭意遁進，社会の啓蒙に努められた。この方面
への先生の強い使命感は，当時新設された母校東京ドレスメーカ一女学院デザイナー養成科へ
の入学，研究を決意せしめ， 学院を夫君，そしてようやく陣容の整った教師各位にゆだねて上京，
昭和25年10月より 6カ月間，デザイナー養成についての研修に没頭された。
その成県は，昭和29年4月学院に高等師範科（現在のデザイナ一科）の設置の悶となり，これ
によって，高度化のきざしを呈していた当時の服飾デザイン教育が，北海道にはじめてもたらされ
たのである。先生は，臼己の経営に係わる学院の発展向上に努力されただけではなく，昭和34年
11月北海道各種学校教員能力認定委員会委員，昭和45年7月日木洋裁技術検定協会北海道支部
副支部長，昭和46年2月日木洋裁技術検定協会試験委員に就任され，逝去されるまで，各種学校
教育水準の向上，産業教育発展のために努められた。先生の長年の努力が，今日北海道はもとよ
り，日本各地に服飾専門家としてすぐれた人材数千人を活躍せしめていることを思うと，服飾文
化向上に果たした先生の功績の偉大さは，いい表わしようのないほどのものであろう。
先生は，昭和28年9月より約10カ月間，パリを中心に佐川11カ国を視察しておられる。研修課題
を，服飾の専門分野と食・住に及ぶ研究並びに家庭教育の実情に定めて，知識と技能の吸収に専
念された。特に北殴3国では，北海道と気候条件を同じくすることから「防寒着」の実際の研究
に努められた。後年，先生ご自身このことについての回想として，次のように述べでわられる。
「厳寒の中を北駄の人達はどんな服装をするのかこの日で確かめ・…一（中略）私も，北海
道独自のものをと参考になるものを選んで、は仕入れ，レポートと写真をつけて毎日のよう
に札幌に送りました。メーカーにも研究してもらわなければなりませんから・・…・」（昭和53
年11月8日朝日新聞）
先生の研究成果は，昭和29年9月5日より 7日まで，札幌市民会館における「防寒着モードシ
ョー Jとして発表され， 北海道民の冬の衣生活に対する思考変革に大きな影響を与えられた。昭
和40年代に入って，北海道行政当i局を中心に 「北方国交流運動」が進められてゆくが，この点で，
先生の服飾文化向上に対する先見性が高く評価lされるべきであろう。学校の教育・経営に，そ
して北海道地域社会の服飾文化の発展向上に，心身ともに休まることのない日々を送られた先生
が，特に北海道の服飾産業界，服飾文化伸展の上に格別な寄与を果たされたのは，昭和29年10月，
全国的な服飾専門家の連合組織である「日本デザ、イナー クラブ（NDC）」を北海道にも誘致し
て，同クラブ北海道支部を設立し，白から初代支部長に就任， 6期12年の長きにわたって，心血
を注いでその重責を完全に果たされ，昭和51年からは，同クラブ本部副理事長として後進の指導
に当たられたことであろう。
40年以上の長きにおよぶ先生の学校教育，産業教育，社会教育の各分野で、の多彩な活動と，
それを通して培われた深い教育的識見，さらにその寛厚な人柄によって，昭和43年11月以来，北
海道知事の委嘱のもとに，本道発展計画策定のための知事の諮問機関である北海道総合開発委員
会委員となり， 8年間にわたって，専門分野を通して本道開発に大きな功績を残された。昭和44
12 古瀬：本道私学教育・服飾文化発展の先達者故浅井淑子先生
年8月より，北海道知事の諮問機関としての北海道婦人問題研究懇話会委員として，また昭和44
年8月からは，産業教育振興法第10条にもとづく北海道産業教育審議会委員として，産業教育発
展のための行政施策立案の中枢に参画して活躍された。昭和47年4月よ りは，札幌市長の委嘱を
受けて，地方青少年問題協議会設置法第5条にもとづく札幌市中央区青少年問題協議会委員に
就任され，青少年の指導 ・育成のために貴重な提言もされた。
以上のような先生の多彩な功労は，昭和52年11月30日 「札幌市民文化奨励賞」として，昭和55
年9月2日「北海道開発功労賞J受賞によって顕賞されている。
N おわりに
先生は40年以上の長き にわたって，燃えるが如き情熱で教育にあたられ，一貫して木道私学
教育，産業教育，そして社会文化の発展向上にその生涯を捧げられた。北海道の教育文化の発展
の歴史をみるとき，先生の存在をぬきには語り得ない部分の大きさに，今更のように驚嘆せざるを
得ない。その人格は極めて高潔で温容にあふれ，責任感が強く，多く の教育者，学生の尊敬と信
頼を得ておられた。また学園長として，各学校の管理運営にもすぐれた才覚を示して， よくその重
責を果たされたことも高く評価されるべきであろう。
きわめて広い教育に関する識見，中正な論説，常に実践者に対して果たされた指導的役割，ま
た，その経営に係わる，短期大学における教員養成を通じての本道教育界の発展への寄与等々，木
道の文化発展に捧げられた生涯は 正六位勲五等宝冠章の叙位叙勲の栄に輝いていて，冗説を
要しない。
稿終えて今，果たして本稿が先生の偉大な功績を正しく把えているかという不安と，追慕の
念で一杯である。謹んで、ご冥福を祈る。
